
プロモーションアドバイザーの概要 

アドバイザー名 追手門学院大学 地域創造学部 教授 岡田美奈子 

主な専門分野 

持続可能な観光（サステナブルツーリズム）、持続可能な観光地経営（デステ

ィネーションマネジメント）、観光マーケティング、持続可能な観光国際基

準・認証制度、農泊・グリーンツーリズム、観光人材育成、SDGsと観光、観

光分野における女性活躍、ジェンダー平等、等 

法人の概要 

追手門学院大学 地域創造学部 

人口変動や超高齢化、紛争や気候危機、都市 ・地域間格差の拡大

など、現代社会の多様な課題に対して、「地域創造学 」の分野から、

横断的なアプローチのもと解決の道を探究するとともに、フィールドワ

ークやプロジェクトなどの地域に分け入る実践的な学びを取り入れ、そ

れぞれの地域に根差した価値と魅力を発見 ・創造できる人材を育成

している。地域創造学部は、地域活性化や地域づくりに貢献すること

を目的に、「地域政策コース」 「地域デザインコース」 「食農マネジメン

トコース」 「観光コース」の多彩なアプローチを備えた 4 つのコースから

構成されている。まちや人と出会い、地域に新しい価値を生み出す力

を養成している。  

ホームページアドレス 
https://www.otemon.ac.jp/ 

https://www.gyoseki.otemon.ac.jp/oguhp/KgApp?resId=S001517 

主な事業・実績 

【持続可能な観光（サステナブルツーリズム）、持続可能な観光地域づくり】 

日本における持続可能な観光の推進に国の政策レベル、地域での実践レベル

で携わる。2018 年以降、観光庁による持続可能な観光に関わる調査、「持続

可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」の開発、ならびに、同ガイドラインを用

いたモデル事業など、「持続可能な観光」への意識醸成と理解促進、地域（全

国 30以上）でのその導入に向けた体制構築支援に携わる。 

(2023年度) 

観光庁「サステナブルな観光に資する好循環の仕組みづくりモデル事業」コ

ーチ、下呂市の観光に資する好循環の仕組みづくり事業アドバイザー、ドイ

ツ観光局「サステイナブルツーリズム記事コンテスト」審査員など。 

(2022年度） 

観光庁 持続可能な観光推進モデル事業、観光庁サステナブルな観光コンテ

ンツ強化モデル事業コーチ、中部運輸局三重県志摩市持続可能な観光推進ア

ドバイザー など 

（2021年度） 

観光庁「日本版持続可能な観光ガイドライン」モデル事業、徳島県三好市観

光マネジメント・モニタリング業務 など 

（2020年度） 

観光庁「日本版持続可能な観光ガイドライン」モデル事業、京都市「京都観

https://www.otemon.ac.jp/
https://www.gyoseki.otemon.ac.jp/oguhp/KgApp?resId=S001517


光振興 2025」策定支援、東京都観光振興プラン策定に向けた指標整理調査分

析及び企画支援業務、大学共同調査「観光と SDGsに関する調査」など 

（2019年度） 

観光庁 持続可能な観光指標に関する調査業務 「日本版持続可能な観光ガ

イドライン」策定、環境省新宿御苑における国立公園の情報発信等強化業務、

観光庁 G20観光大臣会合会・関連会合支援業務 など 

（2018年度） 

国土交通省国土交通政策研究所「持続可能な観光政策のあり方に関する調査研

究業務」、観光庁 持続可能な観光に関わる調査業務「持続可能な観光先進国に

向けて」、観光関係団体「災害からの復興ハンドブック」 

 

【MICE】 

ツーリズム EXPOジャパン国際会議（2016年〜2018年）をはじめ、観光庁等

が主催する「持続可能な観光国際年」記念シンポジウム、「ASEAN プラス 3 ツ

ーリズム・ユースサミット」、G20観光大臣会合会等、数々の国際会議の企画

実施運営に携わる。 

 

【経歴】 

日本の大学を卒業後、住友商事（株）で勤務を経て渡英し、英国・サリー大

学院にて、観光経営学修士（観光マーケティング専攻）を取得。帰国後、（株）

ジェイコム（現 JTBコミュニケーションデザイン）、（一財）日本ホテル教育

センター、（公財）日本交通公社、（一社）日本旅行業協会、㈱ JTB 総合研究

所、（一社）地域観光研究所を経て 2023 年４月より現職。和歌山大学観光学

部・専門職大学院非常勤講師、同国際観光学研究センター客員フェロー。 

自治体への支援内容 

「住んでよし、訪れてよし」の地域づくりに向けて、地域の皆様と一緒に考

えてまいります。地域主体による地域づくりと観光の取り組みを通して、よ

りよい地域づくり、より人々が幸福を感じる地域づくりを目指します。 

・持続可能な観光地域づくり 

・サステナブルツーリズムの推進 

・農泊・グリーンツーリズム 

・持続可能な観光地経営（デスティネーション・マネジメント） 

 


